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１．本園の教育目標

「のびのびと、幼児一人ひとりの個性を伸ばしたい」という建学の精神のもとに「一人ひとりが自ら活動

し、恵まれた環境を通じて感性豊かな子ども、心身ともに元気で、生きる力を持つ子どもになって欲しい」と

いうねらいで、義務教育就学に向けて、基本的生活習慣の育成や定着を図るとともに、年齢や発達に応じ

た遊びを通して楽しく無理なく可能性を引き出す。

２．本年度、重点的に取り組む目標・計画

令和５年度はコロナ禍も収まりを見せ、従来の幼稚園生活を取り戻しつつあったが、昨年度同様に「従

来どおり」の実施が本当に良いものか見直す場面を多くしたため、新たな視点での子どもの体験や学びを

どう保証するのか？子どもの育ちを保護者にどう伝えるか？を意図した計画をもとに実行に移した。

また、施設給付型施設として、安定した経営のための課題を見定め今後の計画を策定する。

３．評価項目の達成及び取組み状況

評 価 項 目 取 組 み 状 況

感染症対策について 「密」の規制も解消され、給食も徐々に対面へと切り替えな

がら子どもたちどうしの「顔を見合った」活動に切り替え

ていった。子どもの表情を意識することができ、大切なコ

ミュニケーション能力の育成に心がけている。しかしなが

ら、こまめな手洗いうがいの実施など、引き続き感染症対

策を徹底し、園児には就寝前の歯磨きの重要性を指導した。

保育内容について 少しずつ従来の幼稚園生活を取り戻しつつあったが、コロナ

禍で生まれ育ったことからくる経験不足をどう補うかを意識し、

より丁寧な保育に努めた。新たな視点で子どもの体験や学び

をどう保証するのか？子どもの育ちを保護者にどう伝えるか？

を意図した計画をもとに徐々に実行に移した。

行事は、人数制限がなくなり、多くの発表機会に恵まれる

中、教職員がアイデアを出し合いより工夫を凝らして、子どもの

豊かな体験・学びを保障することができた。

経営改善のための職員の処遇について 園務にかかるICT化を進め、職員自身の学びの機会を設け

るとともに、新たな給与体系及び勤務時間の見直しを図り、教

職員に周知を行った。



４．学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果

「従来どおり」の実施が本当に良いものか見直す機会となったため、新たな視点での子どもの体験や学

びをどう保証するのか？子どもの育ちを保護者にどう伝えるか？を意図することができた。

経営改善については、当年度もなんとか黒字化できたが、豊中市を含め全国的に出生率が激減の一途

をたどる中、少子化対策としての中期経営計画は必須課題として理事会等で検討すべきである。

５．今後取り組むべき課題

課   題 具体的な取組み方法

環境整備について 一番新しい新館も築25年を超え、トイレ改修はしたものの雨漏りが散見し

根本的な躯体の点検修理が必要である。

また、遮光ターフなどの熱中症対策を始め、可動遊具の安全化をはかり、

「選ばれる園」としての効果的な環境整備を進める。

経営改善のための取り組

み

引き続き、職員処遇の改定を行い、「育てる」ためにも養成校からの新規

職員の確保や園児募集への工夫に努め経営の安定を図る。

教育・保育課程について コロナ禍での成育歴から、子どもの体験や環境、学びの形が大きく変化し

ている中で、引き続き新たな視点で教育・保育課程を見直す。

６．学校関係者の評価

※別紙のとおり

７．財務状況

公認会計士監査により、適正に運営されていると認められている。



２０２３（R５）年度　関係者評価（保護者アンケート）集計結果

Ａ．そう思う Ｂ．だいたいそう思う Ｃ．あまり思わない Ｄ．思わない

認定こども園東邦幼稚園
2024（R6）年１月実施



令和5（2023）年度 関係者評価（保護者アンケート）の結果について

本年度の当園の取り組みについて、１月末にアンケート調査（調査対象は保護者全員として「コドモン」にて配信）を行い、１０３名（約７２％）から回答をいただ

きました。その結果を当園の「関係者評価」として報告いたしますとともに、豊中市担当部署にも提出いたします。

今回のアンケート（１５項目）の結果は、上記グラフにお示しするとおりでした。４段階の評価において、「そう思う・だいたいそう思う」を選択されたものを“肯定

的評価”と、そして、「あまり思わない・思わない」を“課題と考えるべき評価”ととらえ検討いたしました。

まず、１５項目中、１２項目において、９０％以上の肯定的な評価をいただけたことに、園長として嬉しく、またありがたく感じています。特に、項目１や項目６で

高評価をいただけたことは、東邦幼稚園職員一人ひとりが日々心掛けていることを認めていただき、より一層注力していきたいと考えます。

しかしながら、項目９については、HPやインスタグラムでの情報発信はもとより、時代に即した通信環境としての園支援システム「コドモン」の導入において、登

降園の正しい確認及び欠席連絡やお迎え時間の変更等の利便性、そして、休んでいても詳細を確認できるペーパーレス化により、自由記述にも喜んでおられ

る様子が多数見られるなど高い評価はいただいているものの、導入直後で慣れていないことも重なり、互いに、「使いこなせていない」「もっと便利な機能があっ

たら…」という要望からか、やや厳しい評価と言わざるを得ないため、今後のICT環境整備の新たな目標にしたいと考えます。

また、項目１０や項目１１における「保護者とのコミュニケーションのとり方」等については、対面での伝え方を想定されておられることもあり、自由記述において

「丁寧に指導している姿」や「細かい連絡まで…」などのあたたかい評価はいただきながらも、依然として諸々の課題が残っており、職員の資質向上をふまえて、

次年度以降の改善策を順次計画中です。

なお、項目８については、新型コロナウイルス感染症対策の影響から、ながらく遠ざかっていた取り組みも多々ありますが、「見直し」の良い機会ととらえ、「本

当に育てたい力、これから必要な力は何か」を考察中です。感染症の流行状況も見定めながら、「保護者の給食お手伝い復活して欲しいです！」のお声もあり、

行事の精選を進めておりましたが、従来、行っていた「親子のふれあい」を大切にした取り組みも復活した方がよいものは新しい形で実施していけるのではない

かとも考えております。

自由記述には、今年も「運動会の日程が近隣の小学校とかぶらないようにしていただけると助かります。」とありました。豊中市では「幼保こ小連絡会」にて、

近隣校区の小学校とは行事予定等の連携を密にしており、就学される各小学校とは順次、交流活動が再開しております。その中で、本園が毎年、桜塚小学校

の広いグラウンドをご厚意でお借りするため、開催日の日程調整には一定のご理解を賜りたく存じます。

道路安全についても、「登降園する時、時間指定があるにもかかわらず車がよく通ります。」との記述をいただいております。スクールゾーンであるにもかかわ

らず時間指定が守られていないことは、私が着任した時から豊中警察には度々話をさせていただいており、昨年には警察官に立っていただいていた時期があ

りました。その結果、地域在住の方々の車両もあることや、標識が見えづらく、運転者が見落とした地点の確認ができないため確実な取り締まりができないそう

です。このことは安全上の大きな問題点として、根気強く豊中警察及び豊中市役所所管部署へ要望しているところです。

なお、職員たちの熱心な取り組み等に対してあたたかい感謝の言葉を多数いただいており、教職員にとってはこの上ない励みとなっています。今後も園として

のニーズやあり方を常に見直し、ご家庭と協力しながら園児にとって「誇れる幼稚園」をめざして一層の努力をしてまいります。

今後も続く少子化の流れの中、これらのご意見を真摯に受け止めながら、「幼稚園型認定こども園」としての役割を果たすべく、未来を担う子どもたちに対して、

時代に応じた新たな取り組みも進めていきたいと考えております。

今後とも、ご理解ならびにご支援をよろしくお願いいたします。

学校法人東邦幼稚園
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園長 田川隆司


